
 

 

 

 

吹田市立小・中学校のバリアフリー化に関するアンケート 結果 

 

 

 調査目的 

この調査は、吹田市立小・中学校のバリアフリー化について検討するため、市民の皆さまが

学校施設を利用する際、「どのようなことに困っているか」「どのような整備を求めているか」な

どについて把握することを目的として実施しました。 

 

 調査対象 

「市内にお住まいの方」又は、 

「市外にお住まいで吹田市立小・中学校のご利用経験がある方」 

 

 調査方法 

「市報すいた、市ホームページ記載の URLや QR コードから電子申込システム」又は、 

「学校教育部学校管理課、千里ニュータウン情報館に設置のアンケート用紙」にて回答 

 

 調査期間 

令和 5年５月２５日（木）から令和５年６月３０日（金）まで 

 

 回答数 

７２件 

  



 回答者の確認                                                                      

回答者の 79.2％は「市内にお住まいの方」、20.8％は「市外にお住まいで、吹田市立小・中学

校の施設のご利用経験がある方」となっています。 

 

問１ あなたは、つぎのうちどれにあてはまりますか。 

 
  

選択肢 回答数

市内にお住まいの方 57

市外にお住まいで、吹田市立

小・中学校の施設のご利用経

験がある方

15

合計 72

構成比

100.0%

市内にお住

まいの方

79.2%

市外にお住

まいで、吹田

市立小・中

学校の施設

のご利用経

験がある方

20.8%



 吹田市立の小・中学校の利用実態                                                     

施設の利用頻度は「ほぼ毎日」が最も多く 31.9％、「月に数回」以上の利用者は 52.7％となっ

ています。また、利用施設は「校舎（教室・職員室など）」が最も多く 80.6％、次いで「体育館」が

62.5％、「グラウンド」が５５．６％となっていることから、回答者の多くは定期的に小・中学校の施設

を利用している方であると考えられます。 

 

問２ あなたは普段どれくらい「小・中学校の施設」を利用していますか。 

【最もあてはまるものを１つ選択】 

 

 

問３ あなたが普段利用する「小・中学校の施設」を教えてください。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

選択肢 回答数

ほぼ毎日 23

週に数回 7

月に数回 8

年に数回 15

これまでに数回 12

利用しない 7

合計 72

構成比

100.0%

ほぼ毎日

31.9%

週に数回

9.7%月に数回

11.1%

年に数回

20.8%

これまでに数

回

16.7%

利用しない

9.7%

選択肢 回答数

校舎（教室・職員室など） 58

体育館 45

グラウンド 40

その他 3

合計 146

構成比

ー

4.2%

55.6%

62.5%

80.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上



 吹田市立の小・中学校のバリアフリー化の状況                                           

（１）施設利用について 

施設利用の際に困ることは「使いやすいトイレがない」が最も多く５４．２％、次いで「バリアフリー

化された通路がない」が 51.4％となっています。 

 

問４ 「小・中学校の施設」を利用する際に困ることを教えてください。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

◆その他の意見◆ 

 エレベーターがない。 

 バリアフリー化された通路は遠回りになる、移動距離が長くなる。 

 スロープの勾配が急なため、車椅子や松葉杖での使用に危険を感じる。 

 角の視認性が悪い。 

 

  

選択肢 回答数

使いやすいトイレがない 39

バリアフリー化された通路がない 37

施設の案内表示やサインがない 26

特に困ることはない 8

その他 18

合計 128

構成比

ー

25.0%

11.1%

36.1%

51.4%

54.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上



（２）トイレ利用について 

トイレ利用の際に困ることは「多目的に利用できるトイレがない」が最も多く 52.8％、次いで「洋

式トイレがない」が 30.6％となっています。 

また、利用しやすいトイレの有無だけでなく、「設置数や配置に関すること」や「機能・設備に関す

ること」についても改善を求める意見があることが分かりました。 

 

問５ 「小・中学校のトイレ」を利用する際に困ることを教えてください。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 
※ 「多目的に利用できるトイレ」とは、車椅子使用者だけでなく、高齢者、障がい者、子ども連れなど多様な人が

利用可能としたトイレのことをいう。 

 

◆その他の意見◆ 

 段差がある。 

 車椅子使用者用トイレの数が少ない。 

 車椅子使用者用トイレは設置されているが、扉が重い、鍵が閉めにくい、手すりの位置が悪い

等、一人で使用できない設備になっている。 

 ウォシュレット付きのトイレがない。 

 教室の近くに洋式トイレがない。 

 LGBTQの知人がとても困っており、家以外では極力我慢するという話を聞いたことがある。 

 古い、汚い。 

 

  

選択肢 回答数

車椅子使用者用トイレがない 21

多目的に利用できるトイレ（※）がない 38

洋式トイレがない 22

施設の案内表示やサインがない 15

特に困ることはない 9

その他 13

合計 118

構成比

ー

18.1%

12.5%

20.8%

30.6%

52.8%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上



問６ 小・中学校にどのようなトイレがあればよいと思いますか。 

【自由意見】 ※主なものを抜粋 

① 設置数や配置に関すること 

 洋式トイレの数を増やしてほしい 

 多目的に利用できるトイレの数を増やしてほしい 

 各階にバリアフリートイレを設置してほしい 

 

② 機能・設備に関すること 

 臭いがこもらず、清潔で気持ちよく使えるトイレ 

 暖房や温かい便座など、寒さへの対策が図られているトイレ 

 支援者や介助者が一緒に入れるスペースがある広いトイレ 

 障がいがあっても苦労なく一人で使えるよう配慮されたトイレ 

 車椅子使用者だけでなく、持病のある方や妊産婦、高齢者の使用に配慮されたトイレ 

 オストメイト対応トイレ 

 ウォシュレット機能付きのトイレ 

 

③ その他 

 学校敷地内にどんなトイレがあるか分かりやすい見取り図があるとよい 

 

 

  



（３）屋外利用について 

屋外移動の際に困ることは「段差がある」が最も多く62.5％、次いで「路面が整備されていない」

が 40.3％となっています。 

 

問７ 「小・中学校の敷地内（屋外）」を移動する際に困ることを教えてください。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

◆その他の意見◆ 

 スロープが校庭の隅にあるため、遠回りになり、移動に時間がかかる。 

 照明が無く、日が落ちると暗い。 

 グランドが整備されていないため車椅子で通れない。 

 車椅子、松葉杖を使用すると両手がふさがり傘をさせないため、雨除けがほしい。 

 校門を自動化してほしい。 

 

 

  

選択肢 回答数

段差がある 45

路面が整備されていない 29

通路の幅がせまい 24

階段やスロープに手すりがない 22

施設の案内表示やサインがない 22

特に困ることはない 11

その他 8

合計 161

構成比

ー

11.1%

15.3%

30.6%

30.6%

33.3%

40.3%

62.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上



（４）屋内利用について 

屋内移動の際に困ることは「エレベーターがない」が最も多く 65.3％、次いで「段差がある」が

58.3％となっています。 

 

問８ 「小・中学校の建物（屋内）」を移動する際に困ることを教えてください。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

◆その他の意見◆ 

 開放廊下のため、雨が吹き込むと床が濡れて滑る。 

 角の視認性が悪い。 

 

 

  

選択肢 回答数

段差がある 42

床が滑る 21

廊下や扉の幅がせまい 23

廊下や階段などに手すりがない 18

エレベーターがない 47

施設の案内表示やサインがない 23

特に困ることはない 8

その他 7

合計 189

構成比

ー

9.7%

11.1%

31.9%

65.3%

25.0%

31.9%

29.2%

58.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上



 吹田市立の小・中学校のバリアフリー化の課題                                           

バリアフリー化の課題については「エレベーターの設置」が最も多く 81.9％、次いで「使いやす

いトイレの設置」が 70.8％、「段差の解消」が 54.2％となっています。 

 

問９ 「小・中学校におけるバリアフリー化の課題」について、特に重要だと思うものは何ですか。 

【最もあてはまるものを３つ選択】 

 

◆その他の意見◆ 

 夜間照明の設置。 

 避難所としての使用のしやすさ。 

 

 

  

選択肢 回答数

使いやすいトイレの設置 51

段差の解消 39

移動経路や路面の整備 23

通路や扉の幅の確保 14

手すりの設置 10

エレベーターの設置 59

施設の案内表示やサインの設置 12

その他 4

無回答 4

合計 216

構成比

ー

5.6%

5.6%

16.7%

81.9%

13.9%

19.4%

31.9%

54.2%

70.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上



 吹田市立の小・中学校のバリアフリー化に対する自由意見                                  

回答のあった３０件のうち、90％が「４０歳代」以上の方からの意見となっています。 

施設・設備に関する内容では、避難所としての使用を想定したトイレやエレベーター等の整備を

求める意見が多いことが分かりました。 

 

問１０ その他、ご意見・ご感想などがあれば教えてください。 

【自由意見】 ※施設・設備に関する主なものを抜粋 

① 避難所としての使用に関すること 

 誰もが安心・安全に避難できるようにするためには、校門から体育館までのバリアフリー

化とバリアフリートイレの設置は欠かせないため、早急な対応が必要だと思う。 

 災害時に避難所となる学校がバリアフリー化されていないと、避難所としての機能を果た

さないと思う。 

 年配の方のトイレや乳幼児のオムツ替え等に配慮した施設が少しでもあると、どの世代で

も使いやすい避難施設になると思う。 

 

② エレベーターの設置に関すること 

 障がいのある児童生徒が通っているか否かに関わらず、早急に全校にエレベーターを設

置してほしい。障がいのある子供たちだけでなく、障がいのある親や骨折した子供など、

皆にやさしい学校になると思う。 

 障がいのある児童生徒のいる学校を優先的に整備していくのはもちろんであるが、今後

入学を考えている児童生徒や怪我等で一時的に歩行が困難になる児童生徒のことも考

え、市内すべての学校で敷地内の移動経路を見直してほしい。 

 すべての学校に医療的ケアが必要な子供、地域の方が来られることを想定していく必要

がある。 

 子供だけでなく、保護者の方が車椅子を使用されている場合もあるため、車椅子トイレや

エレベーターの設置を検討してほしい。 

 

③ 既存施設に関すること 

 廊下に雨が入る学校がありとても危ないため、早急に改善してほしい。 

 教室等の扉や窓も重くて閉まりにくいものがまだまだ多い。教室の入り口にも段差がある

ところが多い 

 安易に増築されている校舎が多く、継ぎ足しによる段差があるため、使い勝手が悪い。 

 学校は段差が多く、移動に苦労することが多い。 

 校舎やトイレが全体的に古く、手入れが足りないため汚い。 

 

  



 回答者の属性                                                                      

回答者は「４０歳代」が最も多く44.4％、回答者の割合は「女性」が多く61.1％となっています。 

 

問１１ あなたの年齢を教えてください。 

 

 

問１２ あなたの性別を教えてください。 

 

選択肢 回答数

２０代未満 8

２０歳代 2

３０歳代 8

４０歳代 32

５０歳代 11

６０歳代 7

７０歳以上 4

合計 72

構成比

100.0%

２０代未満

11.1% ２０歳代

2.8%

３０歳代

11.1%

４０歳代

44.4%

５０歳代

15.3%

６０歳代

9.7%

７０歳以上

5.6%

選択肢 回答数

男性 26

女性 44

その他 2

合計 72

構成比

100.0%

男性

36.1%

女性

61.1%

その他

2.8%


